
講演会のお知らせ                  ここから見える！未来教育 

      ＜ 意志ある学び ―未来教育全国大会 2017＞ 

    意志ある学び をかなえる‥‥プロジェクト学習  ポートフォリオ  対話コーチング  

 

    AI（人工知能）時代の教育と評価  

～ 次世代時代のリテラシー『対話』『俯瞰』『共有』～ 

       

         教育や医療に、AI が入ったら、何がどう変わるのか 

         教育する人と学ぶ人自身の関係はどうなるのか‥‥ 
 

     

日 時：２０１７年８月５日（土） 

会 場：ワークピア横浜（横浜山下公園前） 

主 催：シンクタンク未来教育ビジョン 

主講師：鈴木敏恵（一級建築士・architect・次世代教育クリエーター 

          日本赤十字秋田看護大学大学院非常勤講師） 

★特別ゲスト：日本アイ・ビー・エム株式会社執行役員 

         ワトソン事業部長 吉崎敏文 氏 

テーマ：AI— 世界のワトソン Watson 『IBM  Watson が 広げるビジネスの可能性』 

       ○対 象：幼保小中高大教職員，教育行政関係者，医療関係者，自治体関係者 

       ○申 込：未来教育プロジェクト全国大会事務局 永島俊之 miraiyamate234@yahoo.co.jp 

           件名「20170805 未来教育全国大会」氏名・所属・職業・連絡先アドレス/第 1 次締切７/15 

     ○参加費：６０００円（当日受付にていただきます 教材・資料代等を含む） 

          ＊席に限りがありますお早目に申し込まれることをおすすめします。 

 

 

 

日本アイ・ビー・エム(株)本社にて 

鈴木敏恵  特別ゲスト吉崎敏文氏  

 

＜概要＞ 

■ AI 時代のリテラシー：目の前の現実から「課題発見」「課題解決」できる教育 

■ 体験して学ぶ『人を助ける未来型ロボット・未来型教育用シミュレーターロボット』       

■ コンセプトトーク ＜AI 時代  私たちが大切にすること＞ 

         ☆ 「世界で最も貧しい大統領」 ウルグアイ でムヒカ元大統領に会ってきました！報告 

          ☆ ウィーンで開催された WHO のヘルスプロモーション／国際会議でプレゼン・報告 

■ 実践事例１ 次世代プロジェクト学習・ポートフォリオ・対話コーチング」 

         ☆ ポートフォリオを生かした「知の共有」‥‥東京都立広尾病院看護部 

■ 実践事例２ 次世代プロジェクト学習・対話ポートフォリオ（文部科学省 SPH 事業指定／埼玉県立常盤高等学校） 

        ☆ 高校生によるプロジェクト学習“プレ”公開プレゼンテーション 

          看護科 1 年生「地震後、避難場所 (体育館)で安全・最適な生活で 2 日間」 

          専攻科 1 年生「疾患を抱えていても自分らしく働き続ける方法を提案します!」 

        ☆ 教師によるプレゼンテーション 学習者の「主体的・対話的で深い学び」を引き出す 

■ 交流：ポスターセッション‥直に話そう、ロボットに触れてみよう！／プロジェクト学習「知の成果」  

 

 ＜要事前申し込み＞  

 

mailto:miraiyamate234@yahoo.co.jp


  テーマ『IBM   Watson が 広げるビジネスの可能性』  

 

★ 特別ゲスト 

 

   日本アイ・ビー・エム株式会社執行役員 

   ワトソン事業部長 吉崎敏文 氏 

 

プロフィール：1985 年、日本アイ・ビー・エム株式会社入社。1999 年、経営企画担当部長を経て、アジアパシ

フィックの BT/CIO 担当部長を務める。2003 年からアジア全体の e-business 推進とサポートに従事。2004 年

から理事として、ibm.com セ ンター、インフラ・ソリューションなどの新事業の経験を積み、2007 年にイン

テグレート・テクノロジー・サービス事業担当 執行役員に就任。2010 年にクラウド・コンピューティング事業

部を立ち上げ、2015 年より現職 IBM の成長戦略であるワトソン事業部を担当。  

 

 

 

                   プログラム                    

 開会のあいさつ   若槻 徹 

10:00                         オープニング基調講演  鈴木敏恵 

 

■ テーマ 『 AI 時代の教育と評価』  

 

      鈴木 敏恵  シンクタンク未来教育ビジョン代表・ 一級建築士・architect・ 

               次世代教育クリエーター・日本赤十字秋田看護大学大学院非常勤講師 

                          http://suzuki-toshie.net/ 

 私たち人間が本来もっている想像力や想像力を発揮できる教育の未来を開く AI（人工知能）。しかし AI

は私たち人間のように明日を夢見て、よりよき未来を描いたり、目の前の現実と向かいあい自ら課題発見す

ることはありません。これからの時代はこれまでの延長にはありません、未来を創れる教育が今求められま

す。 

  □  AI 時代のリテラシー・対話・俯瞰・共有 

  □  目の前の現実から自ら課題を発見し解決する力 

  □  目の前の状況から情報を獲得する力＝センシング力 

  □  ビジョン（願い）をゴール（目標）にする対話コーチング 

  □  「正解なき時代」の評価は どうするのか 

 

 AI はすでに創造的な解さえ生み出します。しかし未来（ビジョン）を描き目の前の現実から課題を発見す

る、現場へ実際に行き人々に会い信頼を得て価値ある情報や知恵を得る、他者と共に経験やアイディアを共

有し解決策を考え出しよりよい未来を創る‥‥この想像力、創造力は私たち人間だけがもつ価値ある知性と

感性です。これらの普遍的な力が身につく次世代プロジェクト学習について、理念から実践までお伝えしま

す。 

 

10:50                 特別ゲスト スピーチ AI （人工知能）— IBM Watson  

■ AI （人工知能）— 世界のワトソン Watson について 

    IBM  Watson とは 何か、Watson を使って何ができるのか事例等 

 

 AI(人工知能) ワトソン Watsonとコグニティブ・コンピューティングの将来【日本語字幕付】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ『IBM   Watson が 広げるビジネスの可能性』 

 

http://ibm.com/
http://suzuki-toshie.net/
https://www.youtube.com/watch?v=f2pU5ViiX7U%E3%80%80


 

2011 年に米国のクイズ番組「Jeopardy! （ジョパディ！）」でクイズ王に勝利した IBM Watson。その後商用

化され、現在では国内外の多くのお客様で様々な業務に活用されています。IBM は AI を「Artificial 

Intelligence（ 人工知能）」ではなく、「Augmented Intelligence （ 拡張知能）」として人間の知識を拡

張し増強するものと定義し、コグニティブ・ソリューションとしてお客様に提供しています。IBM  Watson

とは 何か、Watson を 使って何ができるのか、事例を交えてご紹介します。 

 

ワトソン 

https://www.ibm.com/cognitive/jp-ja/watson-for-cognitive/ 

 

                    プレゼンテーション：人を助ける未来型ロボット 

 

■ プレゼンテーション 

  『人を助ける未来型ロボット・未来型教育用シミュレーターロボット』 

                  ネットや新聞テレビで話題！ ぜひ触れてください！ 

 

☆ 乗ったまま立ち上がれる車椅子、だから仕事ができる！同じ目線で対話ができる☆ 

 

☆ 人間そっくり「おえっ」と声を発する 

    医療シミュレーターロボット 

 

    

 

 

 

 

 

  

 

プレゼンーター： 檜山 康明 氏（MICOTOテクノロジー：代表取締役社長） 

                      http://www.micotech.jp/ 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

IT 自分らしく働ける社会 立位作業・就労支援ロボット「TRi」 

NHK テレビ  WBS（東京テレビ）  日本経済新聞  読売新聞 

 

 

12:00〜13:00                               昼休み 

12:45-13:00 

★ ポスターセッション‥‥‥‥直に話そう、ロボットに触れてみよう！ 

★ ポートフォリオギャラリー ‥‥いろいろなプロジェクト学習の知の成果物 

 

13:00                               コンセプト トーク  

 

■  AI 時代 — 私たちが大切にすること 

 

 

 

←TRi (立位作業・就

労支援ロボット) 

車椅子なのに、乗った

まま、高いところに手

が届く。 

https://www.ibm.com/cognitive/jp-ja/watson-for-cognitive/


 

  「世界で最も貧しい大統領」ウルグアイでムヒカ元大統領に会ってきました！ 

   報告／ 小町 直（ビデオカメラマン） 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 AI 時代 シンギラリティーの分水嶺 人間の尊厳 

  幸せって何？  人間は何を求めると心満ちるのか  他者と学び合う 

 

■ 医療と教育の普遍性 -  ヘルスプロモーション 

 

「ウィーンで開催された WHO のヘルスプロモーション 

           国際会議でプレゼン・報告」 

 

参考 

https://www.hphconferences.org/vienna2017/?L=0 

 

             藤井 基博(東京勤労者医療会東葛病院診療部事務局長 兼 医師部事務局長) 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

幸せとは何か ? -  人類がめざしたヘルスプロモーションは実現したか。  

自分で健康になるためにプロセスを決める  

社会的背景：高齢化、自尊感情、家族から社会へ、保健体育(教科)  

 

                 実践事例                      

＜実践事例・対談１＞ 

■ 次世代プロジェクト学習・ポートフォリオ・対話コーチング導入 

■ ポートフォリオを生かした「知の共有」 

            東京都立広尾病院看護部 キャリアパス委員会 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

AI になく人間だけが持つ リアリティー 暗黙知の伝承  

経験の可視化、膨大なシーンからの選択 キャリアビジョン ロックオン 

好きこそものの上手なれ インパクト、印象 

社会的背景：ベテラン世代の大量退職、経験の伝承が失われる、 

 

＜ワークショップ＞  インパクトシートで知の共有 

  「あなたの仕事のインパクトシーンは、何ですか?」 

 

＜実践事例・対談２＞ 

■ 次世代プロジェクト学習・ポートフォリオ・対話コーチング導入 

             文部科学省 SPH 事業指定／埼玉県立常盤高等学校 

 

■  高校生によるプロジェクト学習 

  看護科 1 年生「地震後、避難場所 (体育館)で安全・最適な生活で 2 日間」 

  専攻科 1 年生「疾患を抱えていても自分らしく働き続ける方法を提案します!」 

 

 



■ 教師によるプレゼンテーション  

- プロジェクト学習は学習者の「主体的・対話的で深い学び」を引き出します - 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

疾患を持っていても自分らしく仕事ができる社会資源を生かして幸せに生きる 

「生涯学び続ける力」を育成するプロジェクト学習 

 

 

＜ 休憩 ＞ 

 

                       次世代プロジェクト学習 - 成長への評価 - 

 

  AI 時代、 人は何をすべきか、ここに応える教育とは・・・人間にしか果たせないものを伸ばす。 リアリティ(現

実対座)、ワクワクと夢を描く(未来志向)、そして自らの学びや経験を価値化し、後続するものの知識の創造へつなぐ(知

識創造)。すべて創造的な思考力(クリエイティブシンキング)を必要とします。 

 

講師 鈴木 敏恵 

 

■ アクティブラーニング／評価イノベーション 

       「知識」から「コンピテンシー」へ  

       「結果」から「プロセス」へ  

       「数値」から「クオリティー」へ 

 

■ AI 時代へ新しい教育「設計思想」と「教育手法」 

 

■ AI 時代を生きるリテラシー ‥‥‥ 『対話』 『俯瞰』 『共有』  

      １）「考えるとは何か」の理解 

      ２）情報を見極める力―クリティカルシンキング 

      ３）2R －リフレクションとリフレーミング 

      ４）対 話・セルフコーチング 

      ５） 俯瞰を教育に入れる 

      ６） 共有（シェア）を教育に入れる 

      ７）「リアリティー」を教育に入れる 

 

■ プロジェクト手法で新しいカリキュラム構想 

■ 課題発見から課題解決までの思考プロセスとコーチング 

■ AI 時代、教育者に求められる対話コーチング   

■ プロジェクト学習の実践セオリー ‥‥‥ 深く考えるアクティブコーチング 

 

未来教育ポータルサイトの活用 

http://suzuki-toshie.net/ 

 

16:00                                    閉 会 

 

http://suzuki-toshie.net/


 

 

 ＜要事前 申し込み＞ 

 

  ○対 象：幼保小中高大教職員，教育行政関係者，医療関係者，自治体関係者 

  ○申 込：未来教育プロジェクト全国大会事務局 

                永島俊之 miraiyamate234@yahoo.co.jp 

  ※件名「20170805 未来教育全国大会」 氏名・所属・職業・連絡先アドレスを明記 

   （上記アドレスにメールでお申し込み下さい 第 1 次締め切りを７月 15 日と致します） 

 

  ○参加費：６０００円（当日受付にていただきます 教材・資料代等を含みます） 

 

  ＊ 席に限りがあります。お早目に申し込まれることをおすすめします。 

 

 
 


